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項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
京

都
市
計
画
流
通
業
務
団
地
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告

示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
三
月
六
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

東
京
都
市
計
画
流

通
業
務
団
地

　�

西
北
部
流
通
業

務
団
地

変
更
す
る
部
分

　�

板
橋
区
高
島
平
六
丁
目
及
び
高
島
平
七

丁
目
各
地
内

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
百
六
十
六
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
立
川

都
市
計
画
都
市
高
速
鉄
道
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告

示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
三
月
六
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

立
川
都
市
計
画
都

市
高
速
鉄
道

　�

都
市
モ
ノ
レ
ー

ル
第
一
号
線

追
加
す
る
部
分

　�

東
大
和
市
上
北
台
一
丁
目
、
芋
窪
五
丁

目
、
芋
窪
六
丁
目
、
武
蔵
村
山
市
緑
が

目

次

東
京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

東
京
都
市
計
画
地

区
計
画	

　�

晴
海
地
区
地
区

計
画

変
更
す
る
部
分

　
中
央
区
晴
海
四
丁
目
地
内

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）
及
び
中
央
区
役
所

◉
東
京
都
告
示
第
百
六
十
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
京

都
市
計
画
地
区
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、

同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
三
月
六
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

東
京
都
市
計
画
地

区
計
画

　�

若
葉
地
区
地
区

計
画

変
更
す
る
部
分

　�

新
宿
区
若
葉
一
丁
目
、
若
葉
二
丁
目
、

若
葉
三
丁
目
、
南
元
町
及
び
須
賀
町
各

地
内

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）
及
び
新
宿
区
役
所

◉
東
京
都
告
示
第
百
六
十
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

告
　
　
　
示

○
都
市
計
画
の
変
更
（
四
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策

　
部
土
地
利
用
計
画
課
・
都
市
基
盤
部
調
整
課
・
交
通
企
画
課
）…	

一

○
都
市
計
画
の
決
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
…
…
…
…
…
…
…（
都
市
整
備
局
都
市
基
盤
部
交
通
企
画
課
）…	
二

○
都
市
計
画
の
変
更
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
…
…
…
…
…
…
…（
都
市
整
備
局
都
市
基
盤
部
街
路
計
画
課
）…	

二

○
防
災
街
区
整
備
事
業
組
合
の
事
業
計
画
の
変
更
認
可
…
…

　
…
…
…（
都
市
整
備
局
市
街
地
整
備
部
防
災
都
市
づ
く
り
課
）…	

二

○
東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
書
等

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
環
境
局
総
務
部
環
境
政
策
課
）…	

三

告
　
　
　
示

◉
東
京
都
告
示
第
百
六
十
三
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
京

都
市
計
画
地
区
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、

同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
三
月
六
日

▷

日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）
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項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
福
生

都
市
計
画
道
路
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
三
月
六
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

福
生
都
市
計
画
道

路　�

三
・
四
・
四
号

新
青
梅
街
道
線

追
加
す
る
部
分

　�

西
多
摩
郡
瑞
穂
町
大
字
武
蔵
、
大
字
石

畑
字
二
本
榎
、
大
字
箱
根
ケ
崎
字
狭
山

及
び
字
日
光
海
道
西
各
地
内

　�

三
・
四
・
十
号

東
京
環
状
線

追
加
す
る
部
分

　�

西
多
摩
郡
瑞
穂
町
大
字
箱
根
ケ
崎
字
狭

山
、
字
加
藤
塚
及
び
字
日
光
海
道
西
各

地
内

　�

九
・
六
・
一
号

多
摩
南
北
線

追
加
す
る
部
分

　�

西
多
摩
郡
瑞
穂
町
大
字
殿
ケ
谷
字
榎
内

川
添
、
字
砂
前
川
添
、
大
字
石
畑
字
砂

前
、
字
二
本
榎
、
大
字
武
蔵
、
大
字
箱

根
ケ
崎
字
日
光
海
道
西
、
字
狭
山
及
び

字
加
藤
塚
各
地
内

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）
及
び
瑞
穂
町
役
場

◉
東
京
都
告
示
第
百
七
十
号

密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
百
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
西
新
宿
五
丁
目
北
地
区
防
災
街
区
整
備
事
業
組
合
の
事
業
計

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
立
川

都
市
計
画
道
路
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
三
月
六
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

立
川
都
市
計
画
道

路　�

三
・
二
・
四
号

新
青
梅
街
道
線

追
加
す
る
部
分

　�

東
大
和
市
芋
窪
六
丁
目
、
武
蔵
村
山
市

緑
が
丘
、
学
園
二
丁
目
、
神
明
一
丁
目
、

本
町
一
丁
目
、
三
ツ
木
一
丁
目
、
三
ツ

藤
三
丁
目
、
中
原
一
丁
目
及
び
岸
一
丁

目
各
地
内

　�

九
・
六
・
一
号

多
摩
南
北
線

追
加
す
る
部
分

　�

東
大
和
市
上
北
台
一
丁
目
、
芋
窪
五
丁

目
、
芋
窪
六
丁
目
、
武
蔵
村
山
市
緑
が

丘
、
神
明
一
丁
目
、
神
明
三
丁
目
、
神

明
四
丁
目
、
中
央
一
丁
目
、
中
央
二
丁

目
、
本
町
一
丁
目
、
本
町
二
丁
目
、
三

ツ
藤
一
丁
目
、
三
ツ
木
一
丁
目
、
三
ツ

木
二
丁
目
、
岸
一
丁
目
、
中
原
三
丁
目

及
び
西
多
摩
郡
瑞
穂
町
大
字
殿
ケ
谷
字

榎
内
川
添
各
地
内

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）
、
東
大
和
市
役
所
、
武
蔵
村

山
市
役
所
及
び
瑞
穂
町
役
場

◉
東
京
都
告
示
第
百
六
十
九
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

　�

丘
、
神
明
一
丁
目
、
神
明
三
丁
目
、
神

明
四
丁
目
、
中
央
一
丁
目
、
中
央
二
丁

目
、
本
町
一
丁
目
、
本
町
二
丁
目
、
三

ツ
藤
一
丁
目
、
三
ツ
木
一
丁
目
、
三
ツ

木
二
丁
目
、
岸
一
丁
目
、
中
原
三
丁
目

及
び
西
多
摩
郡
瑞
穂
町
大
字
殿
ケ
谷
字

榎
内
川
添
各
地
内

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）
、
東
大
和
市
役
所
、
武
蔵
村

山
市
役
所
及
び
瑞
穂
町
役
場

◉
東
京
都
告
示
第
百
六
十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
福
生
都
市
計
画
都
市
高
速
鉄
道
を
決
定
し
た
の
で
、

同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
三
月
六
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

福
生
都
市
計
画
都

市
高
速
鉄
道

　�

都
市
モ
ノ
レ
ー

ル
第
一
号
線

追
加
す
る
部
分

　�

西
多
摩
郡
瑞
穂
町
大
字
殿
ケ
谷
字
榎
内

川
添
、
字
砂
前
川
添
、
大
字
石
畑
字
砂

前
、
字
二
本
榎
、
大
字
武
蔵
、
大
字
箱

根
ケ
崎
字
日
光
海
道
西
、
字
狭
山
及
び

字
加
藤
塚
各
地
内

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）
及
び
瑞
穂
町
役
場

◉
東
京
都
告
示
第
百
六
十
八
号



3 令和7年3月6日（木曜日） （第18258号）東　京　都　公　報

令
和
七
年
三
月
六
日
か
ら
同
月
二
十
一
日
ま
で
。
た
だ
し
、

日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二

十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
。

㈡
　
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

㈢
　
場
所

ア
　
東
大
和
市
市
民
環
境
部
環
境
対
策
課

東
大
和
市
中
央
三
丁
目
九
百
三
十
番
地

イ
　
武
蔵
村
山
市
環
境
部
環
境
課

武
蔵
村
山
市
本
町
一
丁
目
一
番
地
の
一

ウ
　
瑞
穂
町
住
民
部
環
境
課

西
多
摩
郡
瑞
穂
町
大
字
箱
根
ケ
崎
二
千
三
百
三
十
五
番
地

エ
　
東
京
都
環
境
局
総
務
部
環
境
政
策
課

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号
　
東
京
都
庁
第
二
本
庁

舎
十
九
階

オ
　
東
京
都
多
摩
環
境
事
務
所
管
理
課

立
川
市
錦
町
四
丁
目
六
番
三
号
　
東
京
都
立
川
合
同
庁
舎

三
階

一
　
事
業
者
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地㈠
　
事
業
者

東
京
都

東
京
都
知
事
　
小
池
　
百
合
子

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
奥
山
　
宏
二

立
川
市
泉
町
千
七
十
八
番
地
九
十
二

㈡
　
環
境
影
響
評
価
の
実
施
者
（
都
市
計
画
を
定
め
る
者
）

東
京
都

東
京
都
知
事
　
小
池
　
百
合
子

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

二
　
対
象
事
業
の
名
称
及
び
種
類

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
（
上
北
台
～
箱
根
ケ
崎
）
建
設
事
業

モ
ノ
レ
ー
ル
の
建
設

三
　
対
象
事
業
の
内
容
の
概
略

対
象
事
業
は
、
東
大
和
市
上
北
台
一
丁
目
地
内
の
多
摩
都
市
モ

ノ
レ
ー
ル
上
北
台
駅
付
近
を
起
点
と
し
、
西
多
摩
郡
瑞
穂
町
大
字

箱
根
ケ
崎
地
内
を
終
点
と
す
る
約
七
・
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間

に
モ
ノ
レ
ー
ル
を
建
設
す
る
も
の
で
あ
る
。

四
　
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論
の
概
要

事
業
者
は
、
騒
音
・
振
動
、
土
壌
汚
染
、
日
影
、
電
波
障
害
、

景
観
、
史
跡
・
文
化
財
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
活
動
の
場
及
び
廃

棄
物
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
論
は
別
記
の
と
お
り
で
あ

る
。

五
　
評
価
書
の
縦
覧

㈠
　
期
間

画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
百
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
三
月
六
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一
　
事
業
組
合
の
名
称

西
新
宿
五
丁
目
北
地
区
防
災
街
区
整
備
事
業
組
合

二
　
事
業
施
行
期
間

平
成
二
十
八
年
十
二
月
六
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
三
　
施
行
地
区

新
宿
区
西
新
宿
五
丁
目
及
び
西
新
宿
六
丁
目
各
地
内

四
　
事
務
所
の
所
在
地
及
び
設
立
認
可
の
年
月
日

新
宿
区
西
新
宿
六
丁
目
二
十
五
番
八
号

　
　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
六
日

五
　
変
更
の
内
容

　
　
事
業
施
行
期
間
を
令
和
七
年
九
月
三
十
日
ま
で
延
長
す
る
。

六
　
事
業
計
画
の
変
更
の
認
可
の
年
月
日

令
和
七
年
三
月
六
日

◉
東
京
都
告
示
第
百
七
十
一
号

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
（
昭
和
五
十
五
年
東
京
都
条
例
第
九

十
六
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
（
上
北
台
～
箱
根
ケ
崎
）
建
設

事
業
に
つ
い
て
、
環
境
影
響
評
価
書
及
び
そ
の
概
要
の
提
出
が
あ
っ

た
の
で
、
条
例
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

告
示
す
る
。

令
和
七
年
三
月
六
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子
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環
境
に
及
ぼ
す
影
響

の
評
価
の
結

論

予
測
・
評

価
項
目

評
価
の
結

論

土
壌

汚
染

事
業

区
間

周
辺

の
一

部
の

土
地

に
お

い
て

土
壌

汚
染

の
お

そ
れ

が
な

い
も

の
と

判

断
で
き
な

い
も
の

の
、
現
時
点

で
は
、
事

業
用

地
未
取

得
の
た

め
現

地
調

査
が
実

施
で

き
ま
せ
ん

。
そ

の
た
め

、
工

事
の

施
行
に

先
立
ち

、「
土
壌

汚
染
対
策
法

」（
平

成
年

５
月

日
法
律
第

号
）
第
４
条

及
び

「
環
境

確
保

条
例
」
（

平
成

年
月

日
条
例
第

号
）
第

条
に

基
づ
き

調
査
を

実
施
し

、
そ

の
結
果

、
土
壌

汚
染

の

お
そ
れ
が

あ
る
と

認
め
ら

れ
た

場
合
に

は
、「

東
京
都

土
壌
汚

染
対

策
指

針
」（

平
成

年
３
月

日
告
示

第
号
）
等
に

基
づ
き

、
適

切
な

措
置

を
講

じ
る

こ
と
と

し
、
こ

れ
ら
の
結

果
を
事

後
調
査

報
告

書
で
報

告
し
ま
す

。

以
上
の
こ

と
か
ら

、
評

価
の
指

標
で

あ
る
「

新
た
な
地

域
に
土

壌
汚
染

を
拡
散
さ

せ

な
い
こ
と

」
を
満

足
し
ま

す
。

日
影

工
事
の
完

了
後
に

お
い

て
、「

建
築
基
準

法
」
（
昭

和
年
５

月
日
法

律
第

号
）
、「

東
京

都
日

影
に
よ

る
中

高
層
建

築
物
の
高

さ
の
制

限
に

関
す

る
条

例
」（

昭
和

年
７
月

日
条
例

第
号

）
の

規
制
時

間
を
大

部
分
の

区
間

で
満

足
し

ま
す

。
一

方
、

規
制
時
間

を
超
え

る
日
影

が
駅

舎
部
及

び
軌
道
部

の
一
部

の
区

間
で
生
じ

ま
す
。

ま
た
、
日

影
が

生
じ
る

こ
と

に
よ
る

影
響

に
特
に

配
慮

す
べ
き

施
設
等
の

う
ち

、
冬

至
日
に
お

い
て
は

、「
ヒ
ュ

ー
マ

ン
ラ
イ

フ
ケ
ア

武
蔵
の

湯
」
及

び
「

高
水
医

院
」
の
施

設
の

一
部

で
は

午
後

３
時

か
ら

午
後

４
時

に
か

け
て

、
「

ヒ
ュ

ー
マ

ン
・

ケ
ア

武
蔵

村

山
」
及

び
「
三

ツ
木
地

区
図
書

館
」
の

施
設
の

一
部
で

は
午
後

２
時
か
ら

午
後
４

時
に

か
け
て

、「
加
藤

塚
跡
地

」
で

は
午
前

８
時

か
ら
午

前
９

時
に
か

け
て
日
影

が
生
じ

る
も

の
の
、
規

制
時
間

を
超
え

る
日

影
は

生
じ

な
い
と

予
測
さ

れ
ま

す
。

な
お
、
規
制
基

準
を

超
え
る

日
影
が
発
生

す
る
区

間
に
つ

い
て

は
、「

公
共

施
設

の
設

置
に
起
因

す
る
日

陰
に
よ

り
生

ず
る

損
害

等
に
係

る
費
用

負
担

に
つ
い

て
」（

平
成

年
７
月

日
国
土
交

通
省
国

総
国
調
第

号
）
を
参
考

に
し
、
関

係
者
と

協
議
の

上

対
処
し
ま

す
。

電
波

障
害

モ
ノ
レ
ー
ル

施
設
の

設
置
に
よ
る

遮
蔽

障
害
及

び
反
射

障
害

テ
レ
ビ
電

波
に
お

け
る
地

上
デ

ジ
タ

ル
放

送
の
受

信
障
害

に
関

し
て
、
ス
カ

イ
ツ

リ
ー
の
遮

蔽
障
害

は
、

事
業
区

間
の
上
北

台
駅
か

ら
の
起

点
付

近
急

曲
線

部
周
辺

、

№
４

駅
か

ら
瑞

穂
町

の
箱

根
ケ

崎
ア

ン
ダ

ー
パ

ス
部

及
び

№
７

駅
周

辺
の

西
側

に

か
け
て
広

域
局
で

最
大

約
ｍ

、
県

域
局

で
最
大
約

１
の

範
囲
で

影
響
が

生
じ

る
と
予
測

さ
れ
ま

す
。
青

梅
局

の
遮
蔽
障

害
は

、
事
業

区
間
の

箱
根
ケ

崎
ア
ン
ダ

ー

パ
ス
部
か

ら
№
７

駅
周

辺
の
東

側
に
か
け

て
最
大

約
ｍ

の
範
囲
で
影

響
が
生

じ

る
と
予
測

さ
れ
ま

す
。
衛

星
放

送
の
受

信
障
害
に

関
し
て

、
遮

蔽
障
害
は

、
事
業

区

間
の
北
側
、
東

側
に
お
い

て
、
構
造
物
端

部
か

ら
最
大

約
ｍ

ま
で
の
範

囲
で
影

響

が
生
じ
る

と
予
測

さ
れ

ま
す
。

ま
た
、
地

上
デ
ジ

タ
ル
放

送
及

び
衛

星
放

送
と
も

に
、
反

射
障

害
は
、
事

業
区

間

の
構

造
物

の
高

さ
や

反
射

面
の

大
き

さ
及

び
送

信
所

と
の

位
置

や
高

さ
の

関
係

か

ら
、
生
じ

な
い
も

の
と

予
測
さ

れ
ま
す
。

本
事
業
に

よ
る
障

害
が
明

ら
か

に
な

っ
た

場
合
に

は
、
ア

ン
テ

ナ
設
置
位

置
の
調

整
や

ケ
ー

ブ
ル

テ
レ

ビ
に

よ
る

受
信

対
策

等
の

環
境

保
全

の
た

め
の

措
置

を
実

施

し
ま
す
。

な
お
、
電
波
障

害
が
生

じ
る
と

予
測
さ
れ

る
地
域

以
外
に

お
い

て
障
害
が

生
じ

た

場
合
に
も

、
速

や
か
に

調
査
を

行
い
、
本
事

業
に
よ

る
障
害
で

あ
る
こ

と
が
明

ら
か

に
な
っ
た

場
合
に

は
、

同
様
の

措
置
を
実

施
し
ま

す
。

こ
れ
に
よ

り
、
受
信

障
害
の

状
態
を
解
消

で
き

る
こ
と

か
ら
、
評
価

の
指

標
で
あ

る
「
テ
レ

ビ
電
波

の
受

信
障
害

を
起
こ
さ

な
い
こ

と
」
を

満
足

し
ま

す
。

環
境

に
及

ぼ
す

影
響

の
評

価
の

結
論

地
域

の
概

況
並

び
に

対
象

事
業

に
お
け

る
行

為
及

び
要

因
を

考
慮
し

、
選

定
し
た
予
測
・
評
価
項
目
に
つ

い
て

現
況

調
査

を
実

施
し

、
対

象
事
業

の
実

施
が

環
境

に
及

ぼ
す
影

響
に

つ
い

て
予
測
・
評
価
を
行
い
ま
し

た
。環
境

に
及

ぼ
す

影
響

の
評

価
の

結
論
は

、
表

～
に

示
す
と

お
り

で
す

。

表
環

境
に

及
ぼ

す
影
響

の
評
価

の
結

論

予
測
・
評

価
項
目

評
価
の
結

論

騒
音

・
振

動

工
事
の
施
行
中

建
設
機
械
の
稼

働
に
伴

う
建

設
作
業
騒

音

敷
地
境
界

上
の
予

測
地
点

に
お

け
る
予
測

結
果
は

～
で

あ
り
、
各

工

種
と
も
評

価
の
指

標
で
あ

る
「

都
民
の
健

康
と
安

全
を
確

保
す

る
環
境
に

関
す
る

条

例
（
以
下
、
環
境
確

保
条
例

と
い
い
ま
す

）
」（

平
成

年
月

日
条
例
第

号
）
に
基

づ
く
勧

告
基
準

を
下

回
っ
て
お

り
、
評

価
の
指

標
を

満
足
し
ま

す
。

建
設
機
械
の
稼

働
に
伴

う
建

設
作
業
振

動

敷
地
境
界

上
の
予

測
地
点

に
お

け
る
予
測

結
果
は

、
～

で
あ
り
、
各

工

種
と
も
評

価
の
指

標
で
あ

る
「

環
境
確
保

条
例

」（
平
成

年
月

日
条
例
第

号
）
に
基
づ
く
勧

告
基
準

と
同
等
又

は
下
回

っ
て
お

り
、

評
価
の
指

標
を
満

足

し
ま
す
。

工
事
の
完
了
後

モ
ノ
レ
ー
ル
の

走
行
に

伴
う

騒
音

敷
地
境
界
（

計
画

線
最
寄

り
の

軌
道
中
心

か
ら

ｍ
～

ｍ
地
点

）、
地

上
か

ら
の
高
さ

が
ｍ
の
地
点
で

予
測
結
果

は
、
昼

間
～

及
び
夜
間

～
で
あ
り
、
評
価
の
指

標
で
あ
る
「
在

来
鉄

道
の
新

設
又

は
大
規
模

改
良
に

際

し
て
の
騒

音
対
策

の
指
針

に
つ

い
て
」（

平
成

年
月

日
環
大
一

第
号

）

に
お
け
る
｢
新

線
に
係

る
基
準

」
を
満

足
し
ま

す
。
ま

た
、
現

況
値
（

モ
ノ
レ

ー
ル
騒

音
の
時
間

区
分
に

合
わ
せ

た
沿

道
環
境
騒

音
調
査

結
果

）
と
モ

ノ
レ
ー
ル

騒
音
の

合

成
値
を
現

況
環
境

値
と
比

較
す

る
と
、
同

程
度
と

な
っ
て

い
ま

す
。

モ
ノ
レ
ー
ル
の

走
行
に

伴
う

振
動

敷
地
境
界

（
計
画

線
最
寄

り
の

軌
道
中
心

か
ら

ｍ
～

ｍ
地
点
）

の
予
測

結
果
は

～
で
あ
り
、
評
価
の

指
標
で

あ
る
「
環

境
確

保
条
例

」（
平

成

年
月

日
条
例
第

号
）
に
基

づ
く
「

日
常
生

活
等
に

係
る
振
動

の
勧
告

基

準
」
を
満

足
し
ま

す
。
ま
た
、
現
況
値
（

沿
道
環

境
振
動

調
査

結
果
）
と

モ
ノ
レ

ー

ル
振
動
の

合
成
値

を
現
況

環
境

値
と
比
較

す
る
と

、
４
地
点

を
除
い
て

同
程
度

と

な
っ
て
い

ま
す

。
４
地
点
は

モ
ノ
レ
ー

ル
の
走

行
に
伴

う
振

動
に
よ
り

、
現

況
環

境
値
と
比

較
し
て

や
や
高

く
な

っ
て
い
ま

す
が
、

評
価
の

指
標

を
満
足
し

ま
す
。

別
記

（
原

文
の

ま
ま

記
載

）
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環
境

に
及

ぼ
す

影
響

の
評

価
の

結
論

地
域

の
概

況
並

び
に

対
象

事
業

に
お
け

る
行

為
及

び
要

因
を

考
慮
し

、
選

定
し
た
予
測
・
評
価
項
目
に
つ

い
て

現
況

調
査

を
実

施
し

、
対

象
事
業

の
実

施
が

環
境

に
及

ぼ
す
影

響
に

つ
い

て
予
測
・
評
価
を
行
い
ま
し

た
。環
境

に
及

ぼ
す

影
響

の
評

価
の

結
論
は

、
表

～
に

示
す
と

お
り

で
す
。

表
環

境
に

及
ぼ

す
影
響

の
評
価

の
結

論

予
測
・
評

価
項
目

評
価
の
結

論

騒
音

・
振

動

工
事
の
施
行
中

建
設
機
械
の
稼

働
に
伴

う
建

設
作
業
騒

音

敷
地
境
界

上
の
予

測
地
点

に
お

け
る
予
測

結
果
は

～
で
あ
り
、
各

工

種
と
も
評

価
の
指

標
で
あ

る
「

都
民
の
健

康
と
安

全
を
確

保
す

る
環
境
に

関
す
る

条

例
（
以
下
、
環
境
確

保
条
例

と
い
い
ま
す

）
」（

平
成

年
月

日
条
例
第

号
）
に
基

づ
く
勧

告
基
準

を
下

回
っ
て
お

り
、
評

価
の
指

標
を

満
足
し
ま

す
。

建
設
機
械
の
稼

働
に
伴

う
建

設
作
業
振

動

敷
地
境
界

上
の
予

測
地
点

に
お

け
る
予
測

結
果
は

、
～

で
あ
り
、
各

工

種
と
も
評

価
の
指

標
で
あ

る
「

環
境
確
保

条
例

」（
平
成

年
月

日
条
例
第

号
）
に
基
づ
く
勧

告
基
準

と
同
等
又

は
下
回

っ
て
お

り
、

評
価
の
指

標
を
満

足

し
ま
す
。

工
事
の
完
了
後

モ
ノ
レ
ー
ル

の
走
行
に

伴
う

騒
音

敷
地
境
界
（

計
画

線
最
寄

り
の

軌
道
中
心

か
ら

ｍ
～

ｍ
地
点

）、
地

上
か

ら
の
高
さ

が
ｍ
の
地
点
で

予
測
結
果

は
、
昼

間
～

及
び
夜
間

～
で
あ
り
、
評
価
の
指

標
で
あ
る
「
在

来
鉄

道
の
新

設
又

は
大
規
模

改
良
に

際

し
て
の
騒

音
対
策

の
指
針

に
つ

い
て
」（

平
成

年
月

日
環
大
一

第
号

）

に
お
け
る
｢
新

線
に
係

る
基
準

」
を
満

足
し
ま

す
。
ま

た
、
現

況
値
（

モ
ノ
レ

ー
ル
騒

音
の
時
間

区
分
に

合
わ
せ

た
沿

道
環
境
騒

音
調
査

結
果

）
と
モ

ノ
レ
ー
ル

騒
音
の

合

成
値
を
現

況
環
境

値
と
比

較
す

る
と
、
同

程
度
と

な
っ
て

い
ま

す
。

モ
ノ
レ
ー
ル
の

走
行
に

伴
う

振
動

敷
地
境
界

（
計
画

線
最
寄

り
の

軌
道
中
心

か
ら

ｍ
～

ｍ
地
点
）

の
予
測

結
果
は

～
で
あ
り
、
評
価
の

指
標
で

あ
る
「
環

境
確

保
条
例

」（
平

成

年
月

日
条
例
第

号
）
に
基

づ
く
「

日
常
生

活
等
に

係
る
振
動

の
勧
告

基

準
」
を
満

足
し
ま

す
。
ま
た
、
現
況
値
（

沿
道
環

境
振
動

調
査

結
果
）
と

モ
ノ
レ

ー

ル
振
動
の

合
成
値

を
現
況

環
境

値
と
比
較

す
る
と

、
４
地
点

を
除
い
て

同
程
度

と

な
っ
て
い

ま
す

。
４
地
点
は

モ
ノ
レ
ー

ル
の
走

行
に
伴

う
振

動
に
よ
り

、
現

況
環

境
値
と
比

較
し
て

や
や
高

く
な

っ
て
い
ま

す
が
、

評
価
の

指
標

を
満
足
し

ま
す
。

別
記

（
原

文
の

ま
ま

記
載

）

表
環
境
に

及
ぼ

す
影
響
の

評
価

の
結
論

予
測
・
評

価
項
目

評
価
の
結

論

史
跡
・
文

化
財

周
知
の
文

化
財
に

つ
い

て
は
、
午
前
８
時

か
ら
午

前
９
時

に
か

け
て
日

影
が
生

じ
る

も
の
の

、
規

制
時
間
を

超
え
る

日
影
は

生
じ
な
い

こ
と
か

ら
、
事
業

の
実

施
に
伴

う
日

影
の
影
響

は
生
じ

な
い
と

予
測

さ
れ
ま

す
。

な
お
、
事

業
区
間

に
周
知

さ
れ

て
い

る
埋

蔵
文
化

財
包

蔵
地
は

存
在
し
ま

せ
ん
が

、

新
た
に
埋

蔵
文
化

財
が
確

認
さ

れ
た
場

合
に
は
、
文

化
財
保

護
法

等
に
基

づ
き

遅
滞
な

く
関
係
機

関
と
協

議
し
、

適
切

な
保
全

に
努
め
ま

す
。

こ
れ
ら
の

こ
と
か

ら
、
文
化

財
に
及

ぼ
す

影
響
は

生
じ

な
い
た

め
、
評

価
の
指

標
で

あ
る
「

文
化
財

保
護
法

等
に
定

め
ら
れ

た
保
存
に

関
す
る

事
項

を
遵

守
す

る
こ
と

」
を

満
足
し
ま

す
。

自
然
と
の

触
れ

合
い
活
動

の
場

事
業
区
間

周
辺
に

は
、
公
園
等

が
点
在
し

ま
す
が

、
直

接
的
な

改
変

は
な

い
こ
と

か

ら
、
公
園

等
へ
の

影
響
は

な
い

と
考
え

ら
れ
ま
す

。

「
東

大
和

市
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
マ

ッ
プ

（
郷

土
博

物
館

編
）
」
、
「

野
山

北
公

園
自

転
車

道
」
及
び
「
武

蔵
村
山

市
ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

マ
ッ
プ
（

う
き

う
き

桜
並

木
コ

ー
ス

）、（
い

き
い
き
花

め
ぐ
り

コ
ー
ス

）
」、
「

む
さ
し

む
ら
や

ま
歴
史

散
策

コ
ー

ス
（

東
コ
ー

ス
）」

と
想
定
さ

れ
る
主

な
工
事

用
車

両
の
走

行
ル
ー
ト

と
の
一

部
が

重
な

る
こ

と
か
ら
、
工

事
用
車
両

の
出
入

り
が
想

定
さ

れ
る
事

業
地
付
近

で
は

、
工
事

の
施
行
に

伴
い

、
自

然

と
の
触
れ

合
い
活

動
の
場

ま
で

の
利
用

経
路
へ
の

影
響
が

考
え

ら
れ

ま
す

。

そ
の
た
め
、
工
事

用
車
両

の
出

入
口

付
近

に
交
通

誘
導

員
を
配

置
す
る
等

の
措
置

を

講
じ
る
こ

と
で

、
歩

行
者
や
自

転
車
の

移
動
阻

害
を
防
ぎ

、
通

行
空
間
を

確
保
す

る
ほ

か
、
工

事
用
車

両
の
走

行
ル
ー

ト
と
重

な
る
散
歩

道
で
は

、
歩

車
道
分
離

は
確
保

さ
れ

て
い
ま
す

が
、
工
事
用

車
両
の

制
限
速

度
を
守
る

等
、
安
全
運

転
を

徹
底

す
る
こ

と
と

し
ま
す
。

さ
ら
に

、
モ

ノ
レ
ー
ル

の
構
造

形
式
は
高

架
構
造

で
あ
り

、
工

事
の

完
了

後
に
お

い

て
は
、
散

歩
道
及

び
散
策

路
の

機
能
は

現
状
と
変

わ
ら
な

い
と

考
え

ら
れ

ま
す
。

こ
れ
ら
の

こ
と
か

ら
、
自
然

と
の
触
れ
合

い
活

動
の
場

ま
で
の

利
用
経
路

に
著
し

い

影
響
は
生

じ
な
い

と
予
測

さ
れ

、
評
価

の
指
標

で
あ
る
「

自
然

と
の

触
れ

合
い
活

動
の

場
ま
で
の

利
用
経

路
に
著

し
い

影
響
を

及
ぼ
さ
な

い
こ
と

」
を

満
足

し
ま

す
。

廃
棄

物

建
設
工
事

に
伴

い
発
生
す

る
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
塊
及

び
建
設

発
生

土
に
つ

い
て
は
、
再

資
源
化
率

又
は
有

効
利
用

率
を

％
以
上

と
す
る
こ

と
か

ら
、「

東
京

都
建
設

リ
サ
イ

ク
ル
推
進

計
画

」（
令

和
４
年

４
月

東
京

都
都
市

整
備
局

）
に

定
め
る

東
京
都

関
連
工

事
の
目
標

値
を
達

成
し
ま

す
。

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

、
ガ

ラ
ス
、
ケ

ー
ブ
ル
等

の
建
設

廃
棄
物

に
つ

い
て

、
関

係
法

令
を

遵
守
し
、

適
正
に

処
理
し

ま
す

。

建
設
混
合

廃
棄
物

に
つ
い

て
、「

東
京

都
建
設

リ
サ
イ

ク
ル
推

進
計
画

」（
令
和

４
年

４
月

東
京
都
都

市
整
備

局
）
に
定
め
る

東
京

都
関
連

工
事
の

目
標
値
を

達
成
す

る
よ

う
再
資
源

化
等
を

行
う
と

と
も

に
、
関

係
法
令

を
遵

守
し
、
適

正
に
処

理
し
ま
す

。
再

資
源
化
が

困
難
な

建
設
廃

棄
物

及
び
有

効
利
用
が

困
難
な

建
設

発
生

土
に

つ
い
て

は
、

関
係
法
令

を
遵
守

し
、
適

正
に

処
理
し

ま
す
。

こ
れ
ら
の

こ
と
か

ら
、
評
価
の

指
標
で
あ

る
「

廃
棄
物

の
処
理

及
び

清
掃

に
関
す

る

法
律
等
に

定
め
る

事
業
者

の
責

務
」
を

満
足
し
ま

す
。

表
環

境
に

及
ぼ

す
影
響

の
評
価

の
結

論

予
測
・
評

価
項
目

評
価
の
結

論

電
波

障
害

モ
ノ
レ
ー
ル
の

走
行
に

よ
る
パ
ル

ス
ノ
イ

ズ
障
害

及
び

フ
ラ
ッ
タ

ー
障
害

パ
ル

ス
ノ

イ
ズ

障
害

に
つ

い
て

は
、
「

新
幹

線
列

車
に

よ
る

電
波

雑
音

妨
害

と
そ

の
評
価
実

験
」
に

よ
る
と
、
ア

ナ
ロ
グ
放

送
に
お

い
て
、
電
車

が
㎞

程
度
の

高
速

走
行

に
な

る
と

パ
ル

ス
ノ

イ
ズ

が
増

加
す

る
場

合
が

あ
る

と
の

報
告

が
あ

り

ま
す
。
事

業
区
間

の
モ
ノ

レ
ー

ル
の
設
計

最
高
速

度
は

㎞
と
設
定
し
て
い

る

こ
と
、
デ
ジ
タ

ル
放
送

は
、
ア

ナ
ロ
グ
放

送
に
比

べ
て
雑

音
等

の
妨
害
に

強
い
特

性

を
持
つ
こ

と
か
ら

、
テ

レ
ビ
画

質
に
影
響

を
及
ぼ

す
ほ
ど

の
障

害
は
生
じ

に
く
い

も

の
と
予
測

さ
れ
ま

す
。

フ
ラ
ッ
タ

ー
障
害

の
範
囲

は
、
本
事
業
に

お
け
る

遮
蔽
障

害
の

予
測
で
は

、「
遮
蔽

高
さ
」
を
フ
ラ

ッ
タ
ー

障
害
を

引
き
起
こ

す
と
考

え
ら
れ

る
「

モ
ノ
レ
ー

ル
の
高

さ
」

（
約
４
ｍ

）
と

同
等
と

し
て
い

る
た
め

、
フ
ラ

ッ
タ
ー

障
害
は

遮
蔽
障
害

の
範
囲

内

に
収
ま
る

も
の
と

予
測
さ

れ
ま

す
。

こ
れ
ら
の

障
害
に

関
し
て

、
デ

ジ
タ
ル
放

送
に
つ

い
て
は

、
類

似
事
例
も

少
な
い

た
め
、
障

害
が
生

じ
た
場

合
に

は
、
速
や

か
に
調

査
を
行

い
、
本

事
業
に

よ
る
障

害

で
あ
る
こ

と
が
明

ら
か
に

な
っ

た
場
合
に

は
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ

ビ
に
よ
る

受
信
対

策

等
の
環
境

保
全
の

た
め
の

措
置

を
実
施
し

ま
す
。

こ
れ
ら
に

よ
り

、
受
信

障
害
の

状
態
を
解

消
で
き

る
こ
と

か
ら

、
評
価

の
指
標

で

あ
る
「
テ

レ
ビ
電

波
の
受

信
障

害
を
起
こ

さ
な
い

こ
と
」

を
満

足
し
ま
す

。

景
観

主
要

な
景

観
の

構
成

要
素

の
改

変
の

程
度

及
び

そ
の

改
変

に
よ

る
地

域
景

観
の

特
性
の
変

化
の
程

度

事
業
区
間

及
び
そ

の
周
辺

で
は

商
業
系
の

土
地
利

用
が
多

く
、
そ
の
他
の

地
域
で

は
住
宅
系

の
土
地

利
用
が

多
い

状
況
に
あ

り
ま
す

。
そ

の
中
で

、
モ
ノ

レ
ー
ル

施
設

は
事

業
区

間
周

辺
の

商
業

施
設

や
中

層
建

築
物

等
を

大
き

く
超

え
る

高
さ

で
は

な

い
こ

と
か

ら
、

市
街

化
さ

れ
て

い
る

主
要

な
景

観
の

構
成

要
素

は
大

き
く

変
化

せ

ず
、
ま
た

、
周
囲

に
圧
迫

感
を

与
え
る
も

の
で
は

な
い
と

考
え

ら
れ
ま
す

。

加
え
て

、
駅
舎

に
つ
い

て
は
、
周
辺
環
境

や
地
域

景
観
と

調
和

す
る
よ
う

デ
ザ
イ

ン
、
色
彩

等
に
配

慮
す
る

と
と

も
に
、
駅

舎
の
形

状
や
意

匠
等

は
、
地

域
の

景
観

づ

く
り
に
寄

与
す
る

よ
う
配

慮
す

る
こ
と
か

ら
、
評
価
の

指
標
で

あ
る
「

事
業
地

周
辺

の
歴
史
、

文
化
、

自
然
、

地
域

性
等
に
配

慮
す
る

こ
と
」

を
満

足
し
ま
す

。

代
表
的
な
眺
望

地
点
か

ら
の
眺
望

の
変
化

の
程
度

代
表
的
な

眺
望
地

点
か
ら

の
眺

望
は
、
そ
の
ほ

と
ん
ど

が
新
青

梅
街
道
を

中
心
に

広
が
る
商

業
施
設

や
戸
建

て
、
中
高
層
の

住
宅
等

と
い
っ

た
建

物
が
立
地

し
て
い

ま

す
。
そ

の
中
に

新
た
な

景
観
要

素
と
し
て

軌
道
部

、
駅

舎
等
の

モ
ノ
レ
ー

ル
施
設

が

加
わ
り

、
一
部

眺
望
の

変
化
が

認
め
ら
れ

る
も
の

の
、
ほ
と
ん

ど
の
区
間

で
モ
ノ

レ

ー
ル
施
設

は
視
界

を
遮
る

も
の

で
は
な
く

、
周

辺
環
境

と
調
和

し
た
景
観

要
素
の

一

部
と
な
り

ま
す
。

ま
た
、
駅
舎
に

つ
い
て

は
、
周

辺
環
境
や

地
域
景

観
と
調

和
す

る
よ
う
デ

ザ
イ
ン

、

色
彩
等
に

配
慮
す

る
と
と

も
に

、
駅
舎

の
形
状

や
意
匠

等
は
、
地
域
の
景

観
づ
く

り

に
寄
与
す

る
よ
う

配
慮
し

ま
す

。
さ
ら

に
、
モ

ノ
レ
ー

ル
施
設

に
つ
い
て

は
周
辺

環

境
に
調
和

す
る
よ

う
配
慮

す
る

等
、
環

境
保
全

の
た
め

の
措
置

を
実
施
し

ま
す

。
こ

れ
ら
の
こ

と
か
ら

、
評
価

の
指

標
で
あ
る

「
事
業

地
周
辺

の
歴

史
、
文
化

、
自
然

、

地
域
性
等

に
配
慮

す
る
こ

と
」

を
満
足
し

ま
す
。
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